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Ⅰ．調査の概要 
 

１．調査の目的 

本調査は、第２次朝倉市総合計画の策定にあたり、基本構想策定、現状分析等の参考とするため、

市民意識調査（アンケート）を実施しました。 

 

２．調査概要 

●調査地域：朝倉市全域 

●調査対象者：市内在住の 18 歳以上の方 

●抽出方法：無作為抽出 

●調査期間：平成 30年５月 25日～平成 30年６月 15日 

●調査方法：郵送配布、郵送回収 

 

調査票 
調査対象者数 

（配布数） 
回収数 

 

有効回答数※ 有効回答率※ 

総合計画に関する 

アンケート調査 
3,000 件 1,413 件 1,408 件 46.9％ 

※有効回答数、有効回答率は、回収数から無効回答分（白票・回収期限を超えたもの）を除いてたも

のです。 

 

３．報告書の見方 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第２位で四

捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても

合計値が 100.0％にならない場合があります。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ごとの有効

回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超える場合があり

ます。 

●表中の「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する人）を表しています。 

 

４．その他 

●計画体系を整理後、施策及び基本事業の成果指標の現状値を取得するためのアンケートを別途実施し

ます。 
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47.8 18.5 33.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,376

住みやすい 住みにくい どちらでもない

Ⅱ．調査結果 
 

□ あなたが思う「朝倉市」について  

 

問Ａ あなたにとって、「朝倉市」は住みやすいですか（○はひとつ）  

あなたにとって、「朝倉市」は住みやすいですかについてみると、「住みやすい」が47.8％と最も

高く、次いで、「どちらでもない」が33.6％、「住みにくい」が18.5％となっています。 
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54.3 

23.9 

45.2 

12.5 

14.7 

17.0 

8.0 

1.9 

54.3 

1.9 

10.6 

9.4 

3.9 

0% 20% 40% 60% 80%

買い物が便利だから

交通の便が良いから

近所付き合いや人間関係が良いから

子育て・教育の環境が良いから

道路や上下水道などの生活基盤整備が

進んでいるから

医療や保健・福祉のサービスや施設が

充実しているから

市内、近隣に働く場が多いから

文化やスポーツの機会に恵まれている

から

緑や自然環境が豊かであるから

まちに魅力や活気があるから

災害に対する不安が少ないから

地域やコミュニティ活動の負担が少ない

から

その他

全体 N=648

※問Ａで「１．住みやすい」とお答えの方にお聞きします 

問Ａ-１ 住みやすいと思う理由は何ですか（○は３つまで）  

住みやすいと思う理由は何ですかについてみると、「買い物が便利だから」「緑や自然環境が豊かで

あるから」が同率で54.3％と最も高く、次いで、「近所付き合いや人間関係が良いから」が45.2％、

「交通の便が良いから」が23.9％となっています。 
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42.3 40.7 13.8 3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,339

住み続けたい どちらかといえば住み続けたい

どちらかといえば住み続けたくない 住み続けたくない

20.2 

33.5 

6.2 

7.0 

10.6 

12.0 

18.4 

8.4 

1.0 

22.4 

13.8 

14.8 

2.4 

0% 20% 40% 60%

買い物が不便だから

交通の便が悪いから

近所付き合いや人間関係が悪いから

子育て・教育の環境が悪いから

道路や上下水道などの生活基盤整備が

遅れているから

医療や保健・福祉のサービスや施設が

充実していないから

市内、近隣に働く場が少ないから

文化やスポーツの機会に恵まれて

いないから

緑や自然環境が少ないから

まちに魅力や活気がないから

災害に対する不安が大きいから

地域やコミュニティ活動の負担が多い

から

その他

全体 N=501

※問Ａで「１．住みにくい」とお答えの方にお聞きします 

問Ａ-２ 住みにくいと思う理由は何ですか（○は３つまで）  

住みにくいと思う理由は何ですかについてみると、「交通の便が悪いから」が33.5％と最も高く、

次いで、「まちに魅力や活気がないから」が 22.4％、「買い物が不便だから」が 20.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問Ｂ あなたは、これからも「朝倉市」に住み続けたいと思いますか（○はひとつ）  

あなたは、これからも「朝倉市」に住み続けたいと思いますかについてみると、「住み続けたい」

が 42.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえば住み続けたい」が 40.7％、「どちらかといえば

住み続けたくない」が13.8％、「住み続けたくない」が3.1％となっています。 
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63.8 

35.4 

30.5 

23.1 

68.9 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80%

家族がいるから

まちに親しみや愛着があるから

仕事があるから

朝倉市での生活に満足しているから

土地や家屋があるから

その他

全体 N=1,098

7.7 

13.1 

68.9 

25.7 

17.1 

0% 20% 40% 60% 80%

仕事の都合等で一時的に住んでいるから

市外で就職、進学したいから

もっと便利なところに住みたいから

朝倉市での生活に不満があるから

その他

全体 N=222

※問Ｂで「１．住み続けたい」「２．どちらかといえば住み続けたい」とお答えの方にお聞きします 

問Ｂ-１ 住み続けたいと思う理由は何ですか（○はいくつでも）  

住み続けたいと思う理由は何ですかについてみると、「土地や家屋があるから」が 68.9％と最も

高く、次いで、「家族がいるから」が 63.8％、「まちに親しみや愛着があるから」が 35.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※問Ｂで「３．どちらかといえば住み続けたくない」「４．住み続けたくない」とお答えの方にお聞きします 

問Ｂ-２ 住み続けたくないと思う理由は何ですか（○はいくつでも）  

住み続けたくないと思う理由は何ですかについてみると、「もっと便利なところに住みたいから」

が68.9％と最も高く、次いで、「朝倉市での生活に不満があるから」が25.7％、「その他」が17.1％

となっています。 
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75.1 

24.1 

25.1 

27.7 

1.1 

7.7 

1.5 

2.9 

3.3 

23.1 

6.7 

1.4 

14.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然豊かなまち

歴史・文化が豊かなまち

人があたたかいまち

農林業のまち

商工業のまち

子育てしやすいまち

教育環境が充実したまち

福祉の充実したまち

住宅地（ベッドタウン）

安心・安全に暮らせるまち

交通の利便性がよいまち

その他

わからない、特にない

全体 N=1,363

17.9 55.3 22.7 4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,288

とても愛着を感じる どちらかといえば愛着を感じる

どちらかといえば愛着を感じない 愛着を感じない

問Ｃ ．あなたは、「朝倉市」に愛着を感じていますか（○はひとつ）  

あなたは、「朝倉市」に愛着を感じていますかについてみると、「どちらかといえば愛着を感じる」

が 55.3％と最も高く、次いで、「どちらかといえば愛着を感じない」が 22.7％、「とても愛着を感

じる」が17.9％、「愛着を感じない」が4.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問Ｄ あなたは、「朝倉市」について、どのようなイメージをお持ちですか（○は３つまで）  

あなたは、「朝倉市」について、どのようなイメージをお持ちですかについてみると、「自然豊かな

まち」が75.1％と最も高く、次いで、「農林業のまち」が27.7％、「人があたたかいまち」が25.1％、

「歴史・文化が豊かなまち」が24.1％となっています。 
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6.4 

10.7 

62.2 

6.1 

1.8 

4.0 

0.9 

0.6 

0.8 

1.2 

0.6 

0.7 

3.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80%

青

水色

緑

黄緑

黄

オレンジ

赤

桃色

茶色

紫

白

黒

グレー

その他

全体 N=1,288

問Ｅ あなたは、「朝倉市」のイメージに当てはまる色は何色だと思いますか（○はひとつ）  

あなたは、「朝倉市」のイメージに当てはまる色は何色だと思いますかについてみると、「緑」が

62.2％と最も高く、次いで、「水色」が10.7％、「青」が6.4％、「黄緑」が 6.1％となっています。 
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56.8 

14.8 

22.7 

13.9 

9.0 

34.6 

14.2 

46.1 

18.6 

43.2 

8.5 

1.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80%

水や緑など、自然環境に恵まれたまち

まちなみや景観が整備されたまち

農業が盛んな食と農のまち

多くの人が集まる観光のまち

商工業が盛んに営まれるまち

安心して子育てができるまち

学校教育が充実したまち

保健・医療・介護など福祉が充実した

まち

道路や交通が整備された利便性がよい

まち

災害に強く安心・安全に暮らせるまち

文化・芸術・スポーツが盛んなまち

その他

わからない

全体 N=1,370

問Ｆ あなたは、「朝倉市」が将来どのようなところであってほしいですか（○は３つまで）  

あなたは、「朝倉市」が将来どのようなところであってほしいですかについてみると、「水や緑など、

自然環境に恵まれたまち」が56.8％と最も高く、次いで、「保健・医療・介護など福祉が充実した 

まち」が 46.1％、「災害に強く安心・安全に暮らせるまち」が 43.2％、「安心して子育てができ

るまち」が34.6％となっています。 
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14.8 

6.6 

6.4 

7.2 

19.2 

9.1 

7.7 

41.9 

34.4 

26.1 

8.6 

3.9 

16.4 

0% 20% 40% 60%

近くで食料や日用品を買えない

近くに病院や診療所がない

金融機関や郵便局が近くになく不便

出産・育児・子育て環境において不安が

ある

雇用において不安がある

あなた自身の通勤・通学が不便

文化・芸術・スポーツ・生涯学習活動の

場がない

台風・集中豪雨・地震など災害で被災の

おそれがある

親や自身の老後の健康面・介護等で

不安がある

親や自身の老後の外出手段等で不安

がある

住んでいる人が少なく、地域コミュニティ

（行事等）が成り立たない

その他

特にない

全体 N=1,322

問Ｇ 生活する上で、現在、お困りのことや不安なことはありますか（○は３つまで）  

生活する上で、現在、お困りのことや不安なことはありますかについてみると、「台風・集中豪雨・

地震など災害で被災のおそれがある」が 41.9％と最も高く、次いで、「親や自身の老後の健康面・

介護等で不安がある」が34.4％、「'親や自身の老後の外出手段等で不安がある」が26.1％、「雇用

において不安がある」が19.2％となっています。 
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18.4 

8.5 

6.3 

7.8 

16.4 

5.0 

3.5 

38.3 

52.0 

33.8 

14.3 

2.3 

12.3 

0% 20% 40% 60%

近くで食料や日用品を買えない

近くに病院や診療所がない

金融機関や郵便局が近くになく不便

出産・育児・子育て環境において不安が

ある

雇用において不安がある

あなた自身の通勤・通学が不便になる

文化・芸術・スポーツ・生涯学習活動の

場がない

台風・集中豪雨・地震など災害で被災の

おそれがある

親や自身の老後の健康面・介護等で

不安がある

親や自身の老後の外出手段等で不安

がある

住んでいる人が少なく、地域コミュニティ

（行事等）が成り立たない

その他

特にない

全体 N=1,318

問Ｈ 10 年後の生活を考えたとき不安なことはありますか（○は３つまで）  

10年後の生活を考えたとき不安なことはありますかについてみると、「親や自身の老後の健康面・

介護等で不安がある」が 52.0％と最も高く、次いで、「台風・集中豪雨・地震など災害で被災のお

それがある」が38.3％、「親や自身の老後の外出手段等で不安がある」が33.8％、「'近くで食料や

日用品を買えない」が18.4％となっています。 
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17.7 

23.7 

34.7 

22.1 

27.4 

22.7 

11.5 

12.4 

10.4 

14.3 

16.0 

20.3 

2.9 

0% 20% 40% 60%

事務・事業の見直し、統廃合

民間活力の導入（民間委託等）

財政の健全化

機能的な市役所の組織づくり

職員の意識改革や能力開発

（人材育成）

市有財産の有効活用

市民と行政の役割分担・協働

各種窓口サービスの充実

ICTを活用した行政サービスの推進

公共施設の適正配置

（統廃合、複合化等）

近隣市町村との広域連携の推進

職員数や給与水準の適正化

その他

全体 N=1,234

問Ｉ あなたは、「朝倉市」が時代の変化に柔軟に対応するため、行財政改革としてどのよ

うなことを積極的に行っていくべきだと思いますか（○は３つまで）  

あなたは、「朝倉市」が時代の変化に柔軟に対応するため、行財政改革としてどのようなことを積

極的に行っていくべきだと思いますかについてみると、「財政の健全化」が 34.7％と最も高く、次

いで、「職員の意識改革や能力開発（人材育成）」が 27.4％、「民間活力の導入（民間委託等）」が

23.7％、「市有財産の有効活用」が22.7％となっています。 
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20.2 37.7 20.6 16.9 4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

N=1,270

行政サービスは少なくても、税金等の公的負担は少ないほうがよい

どちらかといえば行政サービスは少なくても、税金等の公的負担は少ないほうが

よい

行政サービスも、税金等の公的負担も現状のままでよい

どちらかといえば税金等の公的負担が多くても、充実したサービスを受けられる

ほうがよい

税金等の公的負担が多くても、充実したサービスを受けられるほうがよい

問Ｊ あなたは、今後の行政サービスと、税金等の公的負担の関係について、どのように

思われますか（○はひとつ）  

あなたは、今後の行政サービスと、税金等の公的負担の関係について、どのように思われますかに

ついてみると、「どちらかといえば行政サービスは少なくても、税金等の公的負担は少ないほうがよ

い」が 37.7％と最も高く、次いで、「行政サービスも、税金等の公的負担も現状のままでよい」が

20.6％、「行政サービスは少なくても、税金等の公的負担は少ないほうがよい」が 20.2％、「どち

らかといえば税金等の公的負担が多くても、充実したサービスを受けられるほうがよい」が16.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


